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● 本セミナーは整理券制です。
● 当日8：30より、ビッグパレットふくしま2Fにて整理券の配布を予定しております。
● セミナー開始後5分を過ぎてもご来場されない場合、整理券は無効となります。お食事の引き換えもできかねますので、ご了承ください。
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　リグロス®が保険適用の歯周組織再生療法に使用する医薬品として承認され、7年以上が経過した。リグロス®の適応症は
「歯周ポケットの深さが4mｍ以上、骨欠損の深さが3mm以上の垂直性骨欠損がある場合」であり、その適応症の広さは
GTR法やエナメルマトリックスデリバティブよりも広く、多くの症例に適用することが可能である。また保険適用されている
薬剤であり、使用方法も簡便なため、多くの歯科医師によって使用されるようになりつつある。販売当初はシンプルな歯肉
剥離掻爬術ができれば、その部位にリグロス®を適用するだけで良いということだったため、“日本発、世界初歯周組織再生
医薬品”は大きな話題となった。歯周病に精通している歯科医師の中では、エナメルマトリックスデリバティブと比較した
臨床試験1)の結果や、実際の臨床効果にポジティブな反応が多い。一方で、周りの歯科医師から、「思ったような結果が出な
かった」や「安全性への不安から使いにくいと感じる」など、ネガティブな意見を聞くこともある。つまり、歯周治療の基本
をしっかりと押さえてリグロス®を使用しなければ、当たり前ではあるが良い結果が得られず、あくまで“魔法の薬”ではない
ことを強調したい。
　また、論文数は多いとは言えないものの日本を中心として臨床論文が徐々に発表されており、さまざまな臨床的知見が
得られている。例えば、1壁性や4壁性といった歯周組織再生療法に不向きである垂直性骨欠損と考えられる部位では
2、3壁性骨欠損よりも臨床的パラメーターの改善はやはり劣るといった報告2)、Hampの分類Ⅲ度が著しく改善したという
報告3)、露出した根面ならびに高さが減少した歯間乳頭部を改善させることができたという報告4)などが挙げられ、今後も
さらなる報告が期待される。加えて、私は日本臨床歯周病学会本会学術委員会にも所属しており、同学術委員会主導で後ろ
向き多施設研究を施行し、近年その結果を報告したため、本学会においてもその結果をシェアしたいと考えている。
　どのような薬剤であれ、安全性の確立が最も大切なことである。現在、リグロス®において皆様が危惧していることは
思いがけない副作用が起こることが稀にあるということではないだろうか。臨床試験や販売当初の調査では重篤な副作用
は報告されていなかったが、投与部位やその隣接部において軟組織の硬結・肥厚が起こる可能性が徐々に報告される
ようになった。私は臨床医として相当数のリグロス®を使用した手術を行っているが、幸いそのような副作用を経験して
いない。どのような状況で副作用が起こるのかがある程度明らかになってきているため、安全安心な手術を行うために
どのようなことに気をつけてリグロス®を使用すべきかを皆で考えるときであると考える。
　当日は上記に挙げた点を中心に話をさせていただき、多くの議論を行ってみたい。


